
新
し ん

型
が た

コロナウイルスに
かからないようにするために

感
か ん

染
せ ん

したり、誰
だれ

かにうつしてしまったりしないように、  注
ちゅう

意
い

すること

せっけんで 
しっかり手

て

を洗
あ ら

う

せきや くしゃみをするときは、
ハンカチを使

つ か

う

話
はなし

をするときは
２メートルほど 離

は な

れる

手
て

を 消
しょう

毒
ど く

する

ドアノブや手
て

すりなどを
消
しょう

毒
ど く

する

遊
あ そ

びに行
い

くのは 
少
す こ

しがまん

手
て

で 顔
か お

をさわらない

人
ひ と

が集
あ つ

まるところには 
行

い

かない

具
ぐ

合
あ い

が悪
わ る

いと思
お も

ったら
家
い え

から出
で

ない
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家
いえ

に帰
かえ

ったときや ごはんを食
た

べる前
まえ

には、
せっけんで 手

て

を洗
あら

いましょう。
指
ゆび

の間
あいだ

、指
ゆび

の先
さき

、親
おや

指
ゆび

、手
て

首
くび

なども 
しっかり洗

あら

いましょう。

せきや くしゃみが 出
で

るときは、ハンカチや
タオルで 鼻

はな

と口
くち

を おおいましょう。
マスクがあれば、マスクを しましょう。

他
ほか

の人
ひと

と話
はな

すときは、２メートルほど
離
はな

れましょう。２メートルは、
大
お と な

人が 両
りょう

腕
うで

を広
ひろ

げたくらいの長
なが

さです。
必
ひつ

要
よう

なことは、電
でん

話
わ

やメールで
伝
つた

えるとよいです。

せっけんで 手
て

を洗
あら

えないときは、
アルコールなどの消

しょう

毒
どく

液
えき

で 消
しょう

毒
どく

しましょう。
消
しょう

毒
どく

液
えき

を手
て

にかけて、手
て

のひら、指
ゆび

、
指
ゆび

の間
あいだ

、親
おや

指
ゆび

、手
て

首
くび

を しっかり こすります。

ウイルスは、金
きん

属
ぞく

やプラスチックの
表
ひょう

面
めん

に 長
なが

く残
のこ

ります。
ドアノブや手

て

すり、テーブル、携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

など、
手

て

でよくさわるところは
 アルコールなどで 消

しょう

毒
どく

しましょう。

旅
りょ

行
こう

や おでかけなどは 少
すこ

しのあいだ 
がまんしましょう（新

しん

型
がた

コロナウイルスが
おさまったら、思

おも

いっきり 遊
あそ

びましょう！）。

手
て

には ウイルスが付
つ

いているかも
しれません。
口
くち

や鼻
はな

、目
め

は さわらない
ようにしましょう。

ウイルスは、人
ひと

から人
ひと

に うつります。
人
ひと

が集
あつ

まるところには 
行

い

かないようにしましょう。

熱
ねつ

があったり、咳
せき

やくしゃみが出
で

たり、
息
いき

苦
ぐる

しかったり、いつもより体
たい

調
ちょう

が 
よくないと思

おも

ったら、家
いえ

から 
出

で

ないようにしましょう。

※ 37.5℃以
い

上
じょう

の熱
ねつ

が 4 日
か

間
かん

つづいたら、地
ち

域
いき

の保
ほ

健
けん

所
じょ

に 電
でん

話
わ

してから 病
びょう

院
いん

に 行
い

きましょう。一
い っ

般
ぱ ん

社
し ゃ

団
だ ん

法
ほ う

人
じ ん

　全
ぜ ん

国
こ く

手
て

をつなぐ育
い く

成
せ い

会
か い

連
れ ん

合
ご う

会
か い

2020 年
ねん

４月
がつ

作
さく

成
せい

ウイルスは小
ち い

さくて
目

め

では見
み

えません


